
台風１５号による千葉県の大停電が大きなニュースになっています！
停電に対する備えは、震災に対する備えと共通しています！

《今回は、停電が発生し救援が来るまで自活するには？を臨時特集しました！》

〈１．自ら電気を作り生活する）

①電気自動車の活用（例 日産リーフ）
最大蓄電量 ６２kwh

一般家庭(12kwh/日 ４日分

※専用機器が必要 数十～100万円

② プリウスPHV・アウトランダー
1500Wのアクセサリーコンセントが

付いていて便利

③ シガレットからインバーター電源で発電
※ 100W～200W 電力量が小さいが色々と

専用機器が出ています、

１．車から・・・

２．太陽光発電から・・・

家庭用充電器を備えて、昼間に蓄え
夜に使用する。（費用100万前後）

３．家庭用発電機から・・・
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（必要なタイプを選ぶ）

（参考 各種電気機器の起動電力）

例 DC１２V自動車用炊飯器
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〈２．電気に頼らない生活する〉 江戸時代の生活に戻ります！！
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江戸時代は？ 今も使われている あると便利です

１．飲料水の備蓄（１日１人り２～３ℓ）
２．トイレ用の水の確保（１回５～６ℓ）が必要です！（又は非常用トイレ）

最大・大型強・強烈の地震・台風などの災害時には、家庭用の送電線だけでなく、
給水場の電力や電話回線・携帯電話の電波塔などの被災もあります。
食量はもちろんのこと、水の備蓄や情報収集・伝達手段を考えておく必要があります。

断水になると・・ 今は、飲み水に適した井戸はほとんどありません！
トイレも昔の汲み取り式ではありません！

オール電化の家庭も多いと思いますが、リスク低減にガスの併用も一考です！

最後にＡＴＭやカードなども使えなくなります。現金が必要です！！

カセットコンロ

太陽光発電
ＬＥＤ電灯

ランタン
（オイル・乾電池・手回し・・）

〈３その他 必要なもの・・水・情報手段・現金〉


